社会集団としての学生集団におけるClostridium difficileの消化管保有および伝播 by 喜多 裕之 & Kita, Hiroyuki
学位授与番号
学位授与年月日
氏名
学位論文題目
乙第１５８８号
平成１６年３月１７日
喜多裕之
社会集団としての学生集団におけるClostridiumdifficileの消化管保有および伝播
論文審査委員主査
副査
教授中村信一
教授荻野景規
教授市村宏
内容の要旨及び審査の結果の要旨
CMbgmt近mm2daiEZlg(CL2daf腫Zにリは偽膜性大腸炎、抗菌薬関連大腸炎ロ下痢症の起因菌である。主な
感染様式は院内感染であり、その感染経路や感染源に関しては数多くの報告がなされている。しかし
ながら、本菌による市中感染については、情報が乏しく、ほとんど解明されていない。本研究では、
市中感染における感染経路の解明を目的として、同一大学の定まった学年のクラスに属する学生集団
を、連続する５年度にわたり、ほぼ同年齢の学生410名を対象に、選択培地を用いて、CMLiafnm9の
消化管保有状態について検討した。さらに、得られたQcZdafhZH9菌株、ならびに1980年に本研究と
同一の大学で学生から分離された菌株を、ＰＣＲ法による毒素遺伝子型別、ＰＣＲリボタイピング、パ
ルスフイールドゲル電気泳動（PFUE）により解析することにより、健常人における消化管保有とそ
の動態について検討した。また、本菌の重要な伝播経路と考えられる施設環境における本菌の存在を
検討した。成績は以下の如く要約される。
（１）５学生集団（クラス)、410名中３９名（9.5%）からCZZafな219が分離され､集団（クラス）別
の保有率は6.8%～15.3%であった。（２）３９名中３８名については、同一検体からの分離菌株はいず
れの検体においても毒素遺伝子型､ＰＣＲリボタイプ上同一であった。（３）1980年の集団を含め、保
有率が高い３集団において複数の学生が同一（毒素遺伝子型、ＰＣＲリボタイプ、ＰFGE解析で同一）
のCM2aH腹ZR9を保有していた｡（４）学籍番号が連続する２名がＣＭＬ晩219陽性の事例が４組存在し、
その内１組が同一の菌株を保有していた。（５）５～７ケ月後の再度の検討におけるCMdafhZl9陽性
者は、被験初回陽性者22名中１２名であり、内８名は初回と異なる菌株を保有していた。（６）大学
の施設環境２７ケ所中２ケ所（講義室床１ヶ所、トイレ１ケ所）で、α勉HEilgが分離された。
以上の所見は､健常成人が構成員である社会集団ではCM2afhZl9の消化管保有は一般的であること、
その保有は単一クローン性であること、その多くは一過`性であること、および□幽元219の伝播が起
こりうる事を示唆している。さらにその伝播には社会集団における日常生活様式及び生活環境が関与
していることを示唆している。
以上､本研究はCMbdf℃２mgの市中感染における感染経路の解明に貢献するところ大であり、医学細
菌学、感染症学に寄与する労作と評価された。
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